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電話で見守りはとの会活動者
募集

のう
ち1日選択、月1回定例会）13：
30～16：00あいとぴあセンタ
ー。独居の高齢者等と電話で会話
し、孤立・認知症予防の手助け
600円 事前 狛江市社会福祉
協議会☎3488-0294FAX3430-

9779電話訪問はとの会担当

民踊流し踊り

みらいテラス。市民まつりに向け
て民踊流し踊り新曲を稽古。楽し
く踊りませんか 美重駒会
☎3489-8673FAX3488-5613西
牧
子どもイベント さわろう！
つくろう！かざってみよう！

付15：00）泉の森会館。段ボー
ル等で山・川・海の生物や植物を
作ったり飾ったり 未就学児（保
護者同伴）～小学生 作品制作
1,000円（ドリンク付き）、展示
会 IMF☎5497-5444平岡

狛管ネットワーク交流会

グランドメゾン狛江 森のクラブ

事会の運営について スリッパ、
筆記用具 狛江市内マンション
管理組合の役員、区分所有者
団体1,200円、個人600円 締切

狛江市マンション管理
組合ネットワーク☎090-3001-
8853FAX042-316-8173（ 嶋 ）
info@is-kanri. com猪熊
ピックルボール選手育成

05狛江市・調布市の体育館。技
術の育成、向上を体感し自信を
持って生きる力を養う 体育館
履き、スポーツにふさわしい服
装 スポーツ全般経験者で継続
可能な中学生 先着10人 1回
2,000円 ナンタマピクルス☎

080-5086-3399 toshikun 
0943@gmail.com永野
カラオケ

17：00岩戸地域センター 協調
性ある歌好きの人 先着3～5人
500円 歌友会☎
090-6509-1058仲村
フランス語雑誌輪読会

こまえみらいテラス。フランス
語の最新トピックを会員で分
担して読む。時々シャンソン
も。見学自由 辞書、資料 フ
ランス語を習ったことのある人
2人 500円程度 白百合の会
koshi-6891@outlook.jp小林
ターゲットバードゴルフ

00多摩川緑地公園グランド。ゴ
ルフをミニ化したスポーツ。体験
教室あり グローブ、飲み物。ク
ラブ他用具は貸し出し 中高年

10人 400円 1,000円 狛江
市ターゲットバードゴルフ協会
☎・FAX3489-3942真鍋
フラワーアレンジメント

西河原公民館。市場直送の

新鮮な花材を使う季節のア
レンジ。見学・体験歓迎
3,900円（ 材 料 費 込 み、3週
に1回） フラワーラバーズ☎
070-7532-0652 satominire 
666@gmail.com渡辺

「komaeの仲間」は市民活動団体の情報コーナーです

●記事中の記号●
健康、 スポーツ、 文化、 交流・地域、 その他、 狛江

市市民公益活動事業補助金事業、 市または市教育委員会後援、 持
ち物、 対象、 定員、 入会金、 月会費、 年会費、 参加費、
無料、 申し込み、 問い合わせ先、 Eメール

「komaeの仲間」の原稿は市民活動支援センター（こまえみらいテ
ラス内☎5761-5556 FAX5761-5033）または協働コミュニティ課
（市役所２階☎3430-1111 FAX3430-6870 ）で受け付けています。
原稿は窓口へ直接持参するか、ファックスまたはＥメール

掲載するには事前に団体登録が必要です。
各種様式は市ホームページからダウンロードできます。

こども俳句コンテストの作品募集
夏休みに俳句にチャレンジしてと、「第2回狛江こ
ども俳句コンテスト」（市教育委員会共催）の作品を
狛江こども俳句の会（松葉優代表）が募集している。
同会は、令和６年にエコルマホールで行われた
俳人の夏井いつきさんの文化講演会をきっかけに
結成、教育関係者だけでなく、
地元の俳句愛好家などの協力
を得て、昨年1回目のコンテス
トやワークショップを開催。
自作の俳句を八つ切りの画
用紙に書き、絵などで自由に
飾って完成させるのが特徴で、今年は市民公益活動
事業補助金スタート補助金を受けて開催する。今回
のテーマは「道」で応募は1人1点。小中学生対象。
俳句を飾る絵や墨などの表現を含めて審査の対象と

に（郵送の場合は消印有効）作品の裏に応
募用紙〈同会ホームページ（２次元コード
→）からダウンロード〉を貼って寺子屋一
心舎（狛江市和泉本町1-2-5-3F）前のポストへ投
函または郵送する。

場で表彰するほか、こまバスなどで展示する予定。
問い合わせ☎5761-3463 haikunokai.komae 
@gmail.com寺子屋一心舎。

９月５日に『みんなの学校』の上映会
「不登校ゼロ」を目指し、特別支援教育の対象と
なる児童も同じ教室で学ぶ公立小学校に密着したド
キュメンタリー映画『みんなの学校』の上映会が９

れる。
保護者や地域住民、教育
者が立場にこだわらず、子
どもを中心に考える意識を
高めようと、昨年1月に子
育て中の母親を中心に結成
した「狛江子どものこれか
らを考える会（略称コドコレ）」（平川凡代表）が、
昨年９月の自主上映会に続き、今回は市民公益活動
事業補助金スタート補助金を受けて開催する。
『みんなの学校』は、「すべての子どもの学習権
を保障する」の理念を元に、教職員や保護者、地域
住民や学生ボランティアが、地域ぐるみで子どもを
見守る大阪市立大空小学校の取り組みを描いた関西
テレビ制作の映画だ。
参加費は500円で18歳以下と大学生は無料。乳
幼児も入場できる（託児なし）。入場は先
着順で、申し込みは二次元コード（→）か
ら。また終了後、ドリンク付きの座談会（参
加費300円）を開催する。
問い合わせ komakokore@gmail.com同会。

Start &
Challenge

みんなの学校の1場面
ⓒ関西テレビ放送昨年の最優秀作品

株式会社有山葬儀社は故人や家族の気持に寄り添っ
て様々な葬儀に365日24時間対応している地域密着
型の会社。葬儀の後の法事などのサポートに加え、宗
教や役所関係の手続きの相談など葬儀全般に葬祭ディ
レクターが親身になってきめ細かく対応している。

同社は、狛江市職員だった有山雄三さ
ん（故人）が昭和45年頃に市職員を辞め
親戚の葬儀社へ転職、狛江と周辺地域の
葬儀を多く手がけ、平成７年に独立し、
現在の場所で業務を開始、今年で31年を

迎えた。
独立前から先代の手伝いをし平成12年に社長に就
任した田口克之さん（74）によると、葬儀は時代と
ともに規模や様式が変化しており、特にコロナ禍以降
は近親者だけで見送る葬儀が増えたという。葬儀の連
絡は通常、寺（教会）、病院、親戚・知人からが多いが、
最近はホームページを見たとの問い合わせも増えてい
る。また、本社には火葬までの間、亡くなった人を安
置して面会できる保冷霊安室も備えており、好評だと
いう。
６人のスタッフが年間約150件の葬儀を扱ってい
るが、田口社長らは、葬儀で大切なのは故人や見送る
人が納得できる説明と打ち合わせに加え、葬儀後の満
足感や充実感と話し、最近は亡くなる前に本人や家族
と面談して葬儀の事前相談で希望を聴くケースも増え
ているという。同社では厚生労働省認定の実務経験が
豊富な１級葬祭ディレクターが葬儀の流れを説明し、
予算などの相談に乗っている。また、葬儀後の香典返
し、墓地、遺品整理、法事などの相談もある。
同社では「葬儀は当事者にならないと分からないこ
とが多いですが、誰もが経験することなので、心配ご
とがあれば気軽に相談してください」と話している。

㈱有山葬儀社

☎5497-3900　岩戸北３-1-10　営業時間＝24時間
（事務所は午前9時～午後5時)　年中無休

地元密着型の葬儀手がけ31年
葬祭ディレクターが親身に対応

有山葬儀社のスタッフと田口社長（右から２人目）
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